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研究成果の概要（和文）：我々は東日本大震災が発生した2011年から、全国の医学生に対し被災地域で医療体験
実習を行ってきた。参加者に、実習直後にアンケートを行い、今後学習態度が変わると思うか、進路に影響する
と思うか、将来被災地で働きたいかと質問した。実習後同様の調査を定期的に行い、2.5年後の回答の変化を検
討した。参加者の多くは実習直後は学習態度や進路に影響を受け、被災地で勤務したいと答えた。2.5年後には
学習態度や進路に実際に影響を受けたと答えた参加者の割合は減少していたが、被災地で勤務したいと答えた参
加者の割合は変わらなかった。被災地での医療体験は医学生に被災地に貢献したいという気持ちを長期間持続さ
せている。

研究成果の概要（英文）：Since 2011 when the Great East Japan Earthquake hit, we have been offering 
medical educational program to medical students (MS) across Japan in the devastated areas. 
Questionnaires were given to participants immediately after this program and asked about if they 
expect this experience would change their attitudes towards learning (AL) and career choice (CC) and
 if they wanted to work in the affected areas in the future. We conducted similar surveys regularly 
and examined changes in answers after 2.5 years. Immediately after the program, many of the MS said 
their AL and CC were influenced by this program and that they wanted to work in the affected areas 
in the future. After 2.5 years, the proportion of the MS who said their AL and CC were actually 
influenced decreased but that of those who replied that they wanted to work in the affected areas 
did not change. The learning opportunities in the affected areas helps maintain for a long time 
their wish to contribute to the affected areas.

研究分野：医学教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 我々が所属する東北大学病院は東日本大
震災が発生した 2011 年から、全国の医学生
に対して震災と津波の被災地域での医療体
験実習を行っている。 
 Jensenら1) は軍の人道支援に参加した外
科研修医が Non-Technical Skill の重要性を
学習したと報告し、Chuang ら 2) は途上国
の貧困層に医療を提供するプログラムに参
加した医学生がプロフェッショナリズムに
ついて気づきを得たことも報告している。ま
たReyes3) は 2010年のチリ地震および津波
時の経験から、医学生は大災害時に医療従事
者に要求される社会に対する責任や多職種
間のチームワーク、コミュニケーションを学
んだと報告している。この実習の目的は、医
学生に被災地の実情と被災地での医療を実
際に自分で体験してもらい、震災について周
囲へ伝えてもらうことと、この体験を元に被
災地への貢献等の医師による医療活動の社
会性について気づいてもらうことである。 
 
２．研究の目的 
 実習が参加者に与えた影響を検討するた
め、実習直後に参加者に対して、この実習に
参加した理由、この実習に参加して学習態度
が変化すると思うか、将来の進路に影響を与
えると思うか、将来被災地で働きたいかにつ
いてアンケート調査を行った。またこの実習
に参加したことが実際に参加者に変化を与
えたかどうか実習直後と比較検討するため、
実習から半年毎に参加者にアンケート調査
を行い実習の長期的な効果についても検討
した。 
 
３．研究の方法 
(1) 実習の内容 
 2011 年 7 月から 2016 年 3 月まで、東北大
学病院が実施した東日本大震災の被災地で
の医療体験実習に参加した医学生119名を対
象にした。この実習は 2011 年の夏に 4 回、
2012 年の春に 1回、以降毎年夏に 2回、春に
1回行い、2016 年春までに計 17 回行った。 
 実習は学生の長期休暇である夏休み、春休
み期間中に行った。 
 実習の主な内容は以下の通りである。1 日
目は東北大学病院でオリエンテーションの
後、被災地に移動して被災状況の視察を行っ
た。2 日目は 2 班に分かれ、一方は被災地に
ある基幹的な教育病院にて、午前中に震災時
の患者対応、院内の状態について職員から説
明を受け、施設見学を行い、午後から被災地
の状況を職員が解説しながら視察した。もう
一方の班は被災地にある小規模の病院で、外
来・病棟診療への参加、訪問診療への参加を
行った。3 日目はそれぞれの班が 2 日目に他
の班が訪問した施設を訪問し、参加者の経験
が同じものになるようにした。3 日目夜に東
北大学病院で、震災当時被災地で勤務し、中
心的な役割を果たしていた現在の東北大学

教員から講義を受けた。4 日目に実習の振り
返りを行い、その後質問紙に今回の実習に関
する質問の回答を記載してもらった。 
 
(2) 実習直後の調査 
 質問の内容は参加者の学年、所属施設、実
習に参加した理由、今回の実習に参加したこ
とで学習態度が変化すると思うか、将来の進
路に影響を与えると思うか、将来被災地で働
きたいか、自由記載とした。参加理由は①医
学生として必要だと思ったから、②自分また
は家族などが被災したから、③以前にボラン
ティア活動等をして充実感があったから、④
周囲にすすめられたから、⑤友人も参加する
から、⑥周囲からの評価が高くなると思った
から、⑦マッチング等で有利になると思った
から、⑧被災地の実際の様子を知りたいから、
⑨災害時の医療を知りたかったから、⑩大災
害時の医療を経験できる機会は稀だから、⑪
費用を負担してくれるから、⑫教員が同行す
るから、⑬その他（自由記載）をあらかじめ
提示し（複数回答可）、4段階の評定尺度から
1つ選んでもらった。 
 同様に、この実習に参加したことが、今後
の学習態度に変化を与えると思うか、将来の
進路に影響を与えると思うか、という質問に
対して、あてはまる、ややあてはまる、あま
りあてはまらない、あてはまらない、の 4段
階の評定尺度から最もあてはまるものを1つ
選んでもらった。また将来被災地で働きたい
かという質問に対し、働きたい、条件が合え
ば働きたい、あまり働きたくない、働きたく
ない、の 4つから最もあてはまるもの一つを
選んでもらった。これらの質問は筆者らが震
災直後に本学の医学生のボランティア活動
に関連して行った調査の内容 4) を元にした。 
 
(3) 実習終了後の追跡調査 
 実習の長期間の効果を検討するため、2014
年の春から、同意の得られた実習の参加者に
半年毎に追跡調査のアンケートを行った。ア
ンケートはインターネットで行い、実習に参
加して実際に学習態度が変化したか、進路が
変化したかを 4段階の評定尺度から 1つ選ん
でもらった。被災地で働きたいかという質問
は同様に働きたい、条件が合えば働きたい、
あまり働きたくない、働きたくない、の 4つ
から最もあてはまるもの一つを選んでもら
った。また卒業後の勤務地を都道府県から選
択してもらった。初回の実習と 1回目の追跡
調査までの期間が 2.5 年であった。同一期間
経過後の変化が検討できるよう、参加者の実
習直後と実習から2.5年後の回答を比較検討
した。 
 
(4) 統計解析 
 各人の回答内容をカテゴリー変数化した。
実習直後の回答の参加年度毎の比較は
Kruskal-Wallis 検定を行った。また参加直後
と 2.5 年後の追跡調査の回答の比較、参加者



所属大学の地域による回答内容の比較、追跡
調 査 の 回 答 者 と 未 回 答 者 の 比 較 は
Mann-Whitney の U 検定を行った。統計解析は
SPSS statistic v 20 を用い、p<0.05 をもっ
て有意に回答内容に差があるとした。 
 
４．研究成果 
(1) 実習直後の調査 
 参加者 119 名全員を対象とし、全員が回答
した。 
① 参加者の背景 
 対象者の背景を表に示した。学年について
は対象と方法で示した理由のため、比較的高
学年の学生が多くなっている。2011 年度は夏
休み期間中に 4回行ったため、参加者は多か
った。それ以外は夏に 2 回、春に 1 回行い、
計 17 回行った。 
   表 年度毎の参加者の内訳 

 参加者の所属している大学医学部の所在
地を図 1に示した。東北大学がある宮城県が
最多で 28 名であり、高知県 11 名、鹿児島県
と東京都がそれぞれ 7名であった。 
 
図 1 参加者の所属施設所在地 数値は人数。 

 
② 参加理由 
 いずれの年度も、①医学生として必要だと
思ったから、⑧被災地の実際の様子を知りた
いから、⑨災害時の医療を知りたかったから、
⑩大災害時の医療を経験できる機会は稀だ
から という理由が多く、それ以外の理由は
少なかった。これらの回答傾向に年度間で統
計学的な有意差は認めなかった。また費用を
負担してくれるから、教員が同行するから、
という理由は、有意ではないが 2013 年度以
降の参加者で増加している傾向にあった。そ
の他の理由については、大学の講義で聞いて

訪問したいと思った、ボランティアで被災地
に行ってその後の状況を見たかった、実施母
体がしっかりしているという点が挙げられ
ていた。 
 
③ 学習態度に与える影響 
 この実習に参加して学習態度が変わると
思うかという質問に対する回答を図2に示し
た。いずれの年度も 80%以上の学生が、学習
態度に影響を与える、やや与えるだろうと回
答した。これらの回答傾向に参加年度で有意
差は認めなかった。 
 

 
図 2 実習の学習態度への影響。2011 年度 
n=37 2012 年度 n=22 2013 年度 n=23 
2014 年度 n=22 2015 年度 n=15。回答者
の%を示す。 
 
④ 将来の進路に与える影響 
 この実習に参加したことが今後の進路に
影響を与えるかという質問に対する回答を
図 3 に示した。いずれの年度も 80%以上の学
生が、影響を与える、やや与えるだろうと回
答した。これらの回答傾向も同様に参加年度
で有意差は認めなかった。 
 

図 3 実習の進路に与える影響。回答者の%
を示す。 
 
⑤ 将来被災地で働きたいか 
 将来被災地域の病院で働きたいかという
質問に対する回答を図 4に示した。いずれの
年度も 70%以上の学生が、将来被災地で働き
たい、条件が合えば働きたいと回答した。震
災直後の 2011 年度は働きたい、条件があえ
ば働きたいという回答が多い傾向にあるが、



参加年度間に統計学的な有意差は認めなか
った。 
 

 
図 4 将来被災地で働きたいと思うか。回答
者の%を示す。 
 
(2) 追跡調査 
 長期間の影響を見るため、2011 年度、2012
年度、2013 年度に行った実習から 2.5 年後の
アンケートの結果を図 5に示した。対象者は
実習に参加した成人の医学生で、同意が得ら
れた 82 名が対象であり、うち 40 名から回答
を得た。 
 実際に学習態度に影響を与えたかかとい
う質問では図 5(a)に示したように、影響を与
えた、やや与えたと回答した参加者は約 57%
であり、実習直後より有意に低下していた
(p<0.01)。同様に進路に影響を与えたかとう
いう質問には、与えた、やや与えたと回答し
た参加者は約 52%で同様に直後より有意に低
下していた(p<0.01)（図 5b）。一方将来被災
地で働きたいかという質問には 72%が 2.5 年
後でも働きたい、条件が合えば働きたいと回
答しており、直後と変化はなかった。（図 5c） 

図5 実習参加直後と2.5年後の回答の比較。
2011 年度-2013 年度に参加した 82名が対象。
2.5年後の回答者は40人。回答者の%を示す。 
 
 追跡調査では 2.5 年後に実際に学習態度が
変わったか、進路に影響を受けたか、被災地
で働きたいかという質問をしたところ、実際
に学習態度が変わった、進路に影響を受けた
と回答した参加者の割合は、実習直後にその
ように予測していた学生の割合より低下し

ていたが、それでも 60%以上の参加者が実際
に学習態度が変わった、進路に影響を受けた
と回答した。具体的にはより実践的な知識を
求める等の知識面に加え、災害医療や地域医
療への関心の高まりや、家族・地域社会の大
切さへの気づき、医療に携わることへの真剣
さが増した、被災地での勤務を考えるように
なった等の回答が見られた。これらは地域や
社会に対しての責任と使命感を意識するよ
うになったと考えられる内容であった。 
 また参加から 2年半が経過しても、将来被
災地で勤務したいという考えは大きく変わ
っていないことも興味深い。実際に被災地で
勤務するときの条件としては、短期であれば、
家族や配偶者の理解があれば、自分が役に立
てるなら、という記載が見られ、実習から時
期が経つに伴い、より現実的な制約が出てく
るが、将来被災地で貢献したいという気持ち
は持ち続けていることが示唆された。 
 この追跡調査により、これまでの実習の参
加 者で卒業したもの（アンケートで卒業し
たと回答したものと参加時の学年から卒業
したと考えられる者の和）88 人のうち、少な
くとも 13 名が実際に東日本大震災による被
害が大きかった宮城県、岩手県、福島県で勤
務したことが分かった。 
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